
（1991年6月開設）

みんなでやさしい明るい医療

・勤労者医療の展開 ・高度医療の実践 ・救急医療の充実
・地域医療の支援 ・安全な医療の定着 ・優れた医療者の育成

＜病床数＞ 650床

＜診療科＞
内科 血液内科 糖尿病内科 代謝内科 内分泌内科 腎臓内科

腫瘍内科 リウマチ科・膠原病内科 脳神経内科 心療内科 呼吸器内科
消化器内科 循環器内科 小児科 外科 乳腺外科 整形外科 形成外科
脳神経外科 呼吸器外科 心臓血管外科 皮膚科 泌尿器科 産婦人科
眼科 耳鼻咽喉科 リハビリテーション科 放射線治療科 麻酔科 救急科
口腔外科 など

①働く人のためのリハビリテーション医療を目指します
②患者さまやご家族のQOL改善とニーズに合わせたリハビリテーション医療を目指します
③早期リハビリテーション医療の充実を目指します
④安全なリハビリテーション医療を提供します
⑤最善のリハビリテーション医療を提供するために自己研鑽を行います

病棟訓練室

＜スタッフ数＞
Dr2名 PT24名 OT10名 ST4名

＜施設基準＞
脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅰ）
運動器リハビリテーション料（Ⅰ）
呼吸器リハビリテーション料（Ⅰ）
廃用症候群リハビリテーション料（Ⅰ）
心大血管疾患リハビリテーション料（Ⅰ）
がん患者リハビリテーション料

独立行政法人 労働者健康安全機構

横浜労災病院

中央リハビリテーション部

基本方針

病院理念

基本方針

リハビリ訓練室

心臓リハビリスペース

（中央リハビリテーション部HP）

（病院紹介動画）



＜主な対象疾患＞
整形疾患
頚椎症脊髄症
上肢骨折（上腕骨、橈骨遠位端骨折など）
リウマチ
脳血管疾患
脳梗塞 脳出血 くも膜下出血
神経難病（筋委縮性側索硬化症など）
乳腺疾患
廃用症候群

2023年度
脳血管
48%
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33%

運動器
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がん
2%
呼吸
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作業療法新規処方の疾患別内訳

＜スタッフ数＞：10名
経験年数：
20年以上 1名
10年以上 2名
5-9年目 6名
3-4年目 1名

管理・教育体制

＜診療体制＞
チーム制（脳血管チーム・運動器チーム）

＜キャリアアップ＞

1年目 社会人・医療人として基本的マナーを身につけ、
指導の下に臨床が実践できる

2年目 専門職としての知識・技術の研鑽ができ、
指導の下に臨床が実践できる

3年目
各障害の特性を踏まえたアセスメント
ができ、自立して臨床が実践できる

4-6年目 自立して臨床が実施でき、
後輩への指導ができる

7年目～
チーム内で後輩の模範となり、
チームマネジメントが出来る

チーム内で症例報告

部内で症例報告

学会での発表

＜新人教育＞
プリセプター制
担当指導者を中心に教育・指導

（例）

＜勉強会＞
症例検討 OT部内 １回/月

チーム別で実施 １回/週

問い合わせ先：
横浜労災病院 総務課庶務係
〒222-0036 神奈川県横浜市港北区小机町3211
TEL:045-474-8111

・認定作業療法士 1名
・3学会合同呼吸療法認定士 1名
・両立支援コーディネーター 2名
・住環境コーディネーター2級 1名
・認知症ライフパートナー2級 1名

作業療法室

＜学会発表（8）・論文（2）＞
発表内容
「橈骨遠位端骨折の文献レビュー」
「リウマチの文献レビュー」「チーム制について」
「症例報告（橈骨遠位端骨折・腱鞘炎）」 など

論文内容
「乳がん復職支援」「整形疾患の目標設定」 など

作業療法

診療体制

（2019-2023年）

期待する人財像
・患者さんのことを真剣に考えられる人
・何事にも積極的に積極的に取り組める人
・自己啓発を継続できる人
・明るく、協調できる人

＜資格＞

到達スキル


